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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、αおよびβエストロゲン受容体、ならびにオーファン核内受容体NR1D2の共調節因子をコードしている。このタンパク質は核内に局在し、コアクチベーター機能とコリプレッサー機能の両方を持つと考えられている。核内受容体との相互作用は、他のコリセプターとの相互作用を制御することが知られている受容体上のAF2ドメインとは独立している。この遺伝子には、選択的スプライシングを受けた2つの転写バリアントが記載されている。しかし、そのうちの1つのバリアントの全長は未だ決定されていない。[RefSeq提供、2008年7月],ドメイン:核内受容体との結合に必須の1つのLeu-Xaa-Xaa-Leu-Leu (LxxLL)モチーフを含む。,機能:コアクチベーター機能とコリプレッサー機能の両方を持つ核内受容体共調節因子。ステロイド核内受容体（ESR1およびESR2）と、ESR受容体のステロイド結合ドメイン（AF-2）とは独立して相互作用し、またオーファン核内受容体NR1D2とも相互作用する。17β-エストラジオール（E2）に対するMYC/c-mycの抑制に加え、核内ステロイド受容体（ER）の共活性化にも関与する。,サブユニット：HTATIP2/TIP30に結合する。,組織特異性：広く発現している。,
	研究分野
	核シグナル伝達経路；核受容体；コアクチベーター／コリプレッサー；エピジェネティクスと核シグナル伝達；転写；補因子
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	NCOA5抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。

